




































ブデュルアズィーズ（在位 1861-76） 時代にはその名を冠してアズィーズ局（I·dâre-i Azîziye）と




局（Türkiye Seyr-i Sefâ‘in I·dâresi）と改称した。同局は 1933年に廃止され，国営海運事業局（Devlet 
Denizyolları I·şletmesi Müdürlüğü）， アカイ事業局（AKAY 4 I·şletmesi Müdürlüğü），工場・ドック事
業局（Fabrika ve Havuzlar I·şletmesi Müdürlüğü） という 3つの組織に分割された。これらを引き継
いだのが現在のトルコ海運公社である。上記の組織に加えて，オスマン帝国末期からトルコ共和国
初期にかけて，海運に関連する活動を行っていたイスタンブルの港湾局（Liman I·dâresi），海難救





































（Tekaüd Sandığı）は 1890年に制定された特別局年金規則（I·dâre-i Mahsusa Tekaüd Nizamnamesi）7












































































































































































ルシュを，超過する分については，遺族が 2人であればその 4分の 3を加えて支給するという年金










た時 50才で退職した。勤続 30年を満たしていたため，以後月額 698クルシュの年金を受け取って
いたが，翌 1923年 12月 25日に亡くなった。その時点で遺族年金受給の資格を有していたのは，
妻ゼヴジェ，長男ムアンメル（17才），次男ムザッフェル（15才），3男マデル（6才）の 4人だっ
た。そこで，死亡時の年金 698クルシュの半額 349クルシュを 4人で分割した結果（分割にあたり，
4等分できるようにと 349クルシュから 1クルシュを引いて 348クルシュとして計算され，差し引
いた 1クルシュは基金の取り分となった），一人当たり 87クルシュの年金がメフメトの死亡時より
支給されることとなった。その後，1927年5月に長男が成人に達して年金受給資格を喪失したため，
その年金 87クルシュは残りの遺族 3人に等分に加算された。すなわち一人当たりの年金額は 116




















申請しているムスタファは，年金規則第 9条第 1項に該当するとし，決定を重役会議（encümen-i 













































の波止場職員アリ・アア（No. 386）は，1925年 7月 9日 65才で年金受給者となったが，年金だけ
では生計を維持することが困難となり，1929年 11月 20日救貧院（darül’aceze）15に入った。彼は
















イシェが受け取っている年金 110クルシュを等分し，1934年 8月 29日以後月額 55クルシュの年













































年 9月 18日付で年金受給者となった。1939年 8月 8日に死亡したため，未亡人ケヴセルが遺族年
金を申請した。その申請書の中で「汽船スメル号の船長として勤務中に死亡した」とある。それで



























































ダル・テヴフィク（Medar-ı Tevfik）号の記録 20によれば，職種ごとにそれぞれ，船長の月給が 2,000
クルシュ，以下 2等航海士 1,400，3等航海士 1,000，船舶書記 1,000，出納係 1,000，甲板長 500，
船倉係 400，船大工 400，ウィンチ係 400，操舵員 400，水夫 350，1等スチュワード 300，2等スチュ
ワード 250，3等スチュワード 200，機関長 2,000，2等機関士 1,250，3等機関士 900，機関員長
500，火夫 400，石炭夫 300となっている。ただし，汽船が修理やメンテナンスのためドック入りし，
稼働していない期間は「陸上手当（kara mahsusat）」という名目で給与は減額された。地上勤務者
については，アブデュルハミト 2世の治世初めの給与台帳 21によれば，局長補佐 5,000クルシュ，







日給は 7.6クルシュで，月平均 20日働いたと仮定すると月給としては 152クルシュとなる。以下
同様の計算により，月給に換算して示すと，大工が 360クルシュ，れんが職人が 386クルシュ，左
官が 300クルシュであった。ちなみにこの統計によれば 20年後の 20世紀初めの 1901年の給与は，







































 2 例えば，老齢，障がい等の理由で退職した者たちに，tekaüdiyye, arpalık, oturak ulufesiといった名称の下に，生計
に足るだけの金額の給与を支払っていた。高位の軍人やウラマーは引退すると生活を維持する年金が与えられ，こ
れを arpalıkといった。宮廷に仕える者たちも，引退すると tekaüd ulufesiが，引退したイェニチェリにも oturak 
ulufesiが与えられた。（Özbek, Nadir 2002, Osmanh I·mparatorluğu’nda Sosyal Devlet  ; Siyaset, I·ktidar ve Meşruiyet 
(1876-1914), I·stanbul, I·letişim Yayınları, p. 45）
 3 オスマン帝国がイギリスとの間に 1838年に取り交わした通商条約の第 1条に「英国船に関するすべての権利・特
186 オスマン帝国の年金制度と人々のくらし　―官営汽船の事例から―（小松）
権・免除は過去の協定に則って今後も適用され効力を有することがこのたび確認された」とある（Kurdakul, N. 
1981, Osmanlı Devleti’nde Ticaret Antlaşmaları ve Kapitülasyonlar, I·stanbul, p. 216）
 4 AKAYというのは Adalar，Kaıdöy，Anadolu yakası，Yalovaというイスタンブル発の主要航路の名称の頭文字をとっ
て名付けられた。
 5 汽船運航組織のあった建物はアズィーズ局時代（1869?）に焼失し，その後移転を繰り返したとされる（Abdülahd 
Nuri 1926, Seyr-i Sefâin I·dâresi Tarihçesi, I·stanbul, p. 21）。
 6 Makal, A. 1997, Osmanlı I·mparatorluğu’nda Çalışma I·lişkileri 1850-1920 Türkiye Çalışma I·lişkileri Tarihi, I·mge 
Kitabevi Yayınları, Ankara, p. 215.
 7 Düstûr, 1. Tertip, Cilt 6, s. 717-728.




 10 1881年制定の軍人年金規則 Askerî Tekaüd Sandığı Nizamnamesi 第 7条 （Düstûr, 1. Tertip, Cilt 5, s.728）。
 11 イマーム（imam）とはモスクの礼拝の導師。
 12 ムフタール（muhtar）とは村長，町長など最小行政単位の長。
 13 汽船局の定期航路は近隣（sevâhil-i mütecâvire），近海（sevâhil-i karîbe），遠洋（sevâhil-i bâide）の 3つのカテゴリー
に分類され，近隣航路はイスタンブル港湾周辺，近海航路はマルマラ海沿岸，遠洋航路は黒海・エーゲ海・地中海
で汽船を運航していた。
 14 近隣航路の波止場はイスタンブル市内にあった（注 13参照）。
 15 1890年に開設された貧困者を収容する公的施設（Özbek, Nadir 1999, “ The Politics of Poor Relief in the Late Ottoman 
Empire: 1876-1914”, New Perspectives on Turkey, n.21, pp. 1-33参照）。
 16 当時すでに汽船局は廃止され，これを引き継いだアカイ社の重役会議（AKAY I·şletmesi Şefler Encümeni）が審議に
あたった。
 17 オスマン帝国時代の汽船局の社史（Abdülahd Nuri, op. cit.）の著者でもある。
 18 「個人記録文書」のファイル番号No. 1からNo. 999までの 999人の中から官営汽船以外の組織に所属した者を除き，
805人分のデータを抽出した。その内訳は洋上勤務者が 589人，地上勤務者が 216人である。
 19 このデータの詳細については，Kaori Komatsu 2014, “Civil Sosiety in the Ottoman Modern Period as Seen in 
“Maritime Personnel Records””, Memoirs of The Research Department of The Toyo Bunko, No. 72, pp. 125-160参照。
 20 トルコ海運史料，Maaş Defteri, Cilt 1, 3.
 21 Ibid., Cilt 1, 2, 3.
 22 Pamuk, Şevket（ed.） 2000, I·stanbul ve Diğer Kentlerde 500  Yıllık Fiyatlar ve Ücretler 1469-1998 , Ankara, pp. 196-197
より抜粋。元の数値は最も小額の貨幣単位であるアクチェ（akçe）で記されていたが，筆者がクルシュに換算した。
 23 Findley, Carter Vaughn 1989, Ottoman Civil Officialdom : A Social History, Princeton University Press, Princeton, 
pp. 320-322.
